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   コンビニのごみ箱が消えた！！ 

 最近、気づきました！ 

店の人に聞いたところ店内に移動したそうです。 

また、外に置いてあった頃は家庭内のごみの他、引っ

越しで処分しきれなかった小さなごみや精米まで捨て

られていたそうです。いま、コンビニを幾つか見てみる

と、やはり店内にごみ箱を移動してあり、良いことだと

思います。分別が面倒だから、ごみ袋で出すのが面倒だ

からと色々な言い訳があると思いますが、分別もせず、

無条件で自分の家のごみをコンビニのごみ箱に捨てて

行く姿を時々目にしました。自分のごみに、しっかり責

任を持ちましょう。（勿論、ルールを守っている人の方

が多いと思います） 

また上田市は観光客の増加に伴い事業系のごみが増

加しています。市民へのごみ減量をお願いしている中で

事業者であれば、もっとごみ減量への意識と工夫を持っ

て頂かないといけないのではと思います。 

 まさに、コンビニのごみ箱が外から消えたのは、これ

も事業者の工夫と言えるかもしれません。 

事業者も市民も、双方それぞれの責任において、しっ

かり「分別」と、出来る限り「資源化」への努力が、結

果ごみ減量につながると思います。 

 毎日の生活の中で、余計なものは買わない、使い尽く

す、ごみと資源物をしっかり分別して出す。この事が 

『ごみ減量』の基本である事を認識し、ごみ減量に皆さ

んと共に、努力していきたいと思います。 

 

 

 

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。 

 

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売､ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。 

 

◎古着の回収 

 ８月４日（金）午前 10 時から正午 
 回収する物は、どなたかが着れる状態の衣類

で、破れたり、汚れがあったりするものは回収で

きません。また、バッグ、靴、ぬいぐるみなどき

れいで、あときちんと使える物も回収しています。 

時間内に持参してください。 

 ごみ減量にご協力ください。 

 衣類を燃やさずリサイクルしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

   平成２９年８月号 

1 火  

2 水  

3 木  

4 金 古着回収日 10 時～12 時 

5 土 休館日 

6 日 休館日 

7 月  

8 火  

9 水  

10 木  

11 金 休館日（山の日） 

12 土 休館日 

13 日 休館日 

14 月 休館日 

15 火 休館日 

16 水 休館日 

17 木  

18 金  

19 土 休館日 

20 日 休館日 

21 月  

22 火  

23 水  

24 木  

25 金  

26 土 休館日 

27 日 休館日 

28 月  

29 火  

30 水  

31 木  



 
ボランティアグループの活動として 

  自治会でごみの分別の話を聞きました。 

  

5 月 17 日西部地区新屋では、ごみ減量アドバイザー・リー

ダーを招き、ごみの分別の話を聞きました。 

・「燃やせるごみ」 

現在使っている焼却炉の老朽化（32 年使用）もありしっ

かり分別が必要と言う事を聞きました。その中で、納豆の容

器や醤油の小袋、汚れたラップなどプラスチックを入れられ

ると、焼却炉の内側が大変傷みます。全体の修理費が年間約

２億円余り使われているため、しっかり分別が必要とのこと

です。 

  

・「プラマーク付プラスチック」（緑色の袋） 

皆さんが、何気なく袋に入れているプラスチックは、抜き

打ちで検査があり、入れてはいけない違反ごみが、どれだけ

入っているのか検査をしています。 

違反物が多いと取引停止になることがあります。赤い袋に

入れるプラスチック類か、緑の袋に入れるプラスチック類か

をしっかり分別し、汚れを落としてから出してください。 

 

プラマーク付プラスチックごみの処理費について 

Ｈ28 年度処理費総額・・約 1 億 3 千万円。このうち、プ

ラマーク付プラスチックごみの排出業者の負担金が約 3 百

万円です。できるだけ綺麗にしてから出すことも負担の軽減

につながります。 

上記の他にもいろいろ学び、勉強になりました。 

 他の自治会もこの様な会を開いて、1 人でも多く上田市の

ごみの現状を知り、理解出来たら、正しい分別や減量になる

と思います。帰りに、皆さんにエコクッキングで学んだパン

の試食とレシピを差し上げました。  

体験コーナー 

★空き缶のリサイクル 

★牛乳パックのリサイクル 

少しの時間で作れる物があります。 

 

生ごみの堆肥化とごみ減量 
わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします。 

申し込み､問い合わせ先 

 

 ｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144 

 エコ・サポート 21 ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ecohouse/ 

 

 

さあ！出かけましょう 

エコ・ハウスへ 
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★ エコ・ハウスでは、8月 4日（金）午前 10 時から 12 時まで、不要になった衣類の回収を行います。 

  毎回、多くの市民の方が衣類を持ってこられ、「捨てるに捨てられず困っていました。利用してもらえて 

 良かった！」と感謝して帰られる方が大変多く、サポーターも汗だくですが、回収を始めてよかったと思っ 

 ています。『毎月第一金曜日』午前 10 時〜12 時が回収日です。ごみ減量のためにご協力をお願いいたします。 

 

 

 


